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穿k　　　　　　　　　　　　　　ジ ウγ ’L：ウ ”s
Tamu及びThaungd凱に防塞を築き，守備隊をそこに配置し，18ヱ9年までマニプール侵絡顧籠
いた。その結果，彼らの社会的・政治的状態が当聴どのようであったかを今溝語ることできない
程にまでマニプール文明を撲滅してしまった。イムパールは占領され，幾千の人々は追放されて，
サガインやアマラプラの地方に住居を求めた。彼らの中には船頭，絹織職入，銀細工師等が含ま
れていた。ビルマ人はこれら特殊技能をもったマニプール人を珍重したことが各史家の記述より
ttt　　 罫　　　、1．《
もうかがわれる。彼らは銀細工師としてビルマ窟廷に仕え，また絹織職人はA届｛y－ei聯譲様
（zlgza菖Pa££emed　Pt由so）を紹介した。そしてまた，この隣より，ビルマ宮廷における占星術晒
の大半はマニプール系のバラモンとなり，また，KathさMyin：（・　Cassay　｝｛orse，）or£he　Ka亀hを
Cavalryとして知られたマニプール兵より成る優秀な騎兵勝隊がビルマ軍の中に編成された。
タイ緬戦役とアラウンパヤー王の簸後
　アラウンパヤーがデルタ地帯を征服せんとして戦っていた間に，多くの村々は潰え去って，そ
の住民はあるいは戦場の露と消え，あるいは恐怖のため移擁し蜜った。幾千のモン族はタイ懸へ
遍走したのでデルタ地帯は再びひどい入口減少に見舞われた。そこで，王はタイ国に侵入してそ
の国より多数の捕虜を得ることによって，それら住民不在の地域に扶殖せんと決意した。このこ
とだけでも平和な生活に落着くことのできないアラウンパヤーにとっては適当な開戦の理由とな
ったのであろう。折しも，1759年，タイ国軍がタヴtrイに侵入したことが直接原因となり，アラ
ゥンパヤーは軍を進めた。かくて，タイ魍との新たな一連の戦闘への序幕となり，タイ緬国境は
長期にわたる侵略と反撃の場藤となった。
　その侵略は1759年の後半より1760年初期にかけて始められた。先づ，その手初めとLて，チェ
ンマイ彊を屈従させる1とを計薩した。ビルマ軍はマルタバン及びタヴitイを経て，テナセリム
54
を占頷した。それ以来テナセリムはビルマ領となった。そして葉に転じてシャン高原を越え，更
にシヤム湾沿いに北方のアユタヤーに向った。南よりの攻撃はタイ困軍を完金に奇襲した。
　アラウンパヤーによって開始されたタイ緬戦闘については史家によってその記述が少し異って
いる点が見られるが，総合して述べれば，1760年4月までアラウンパヤーは都を包囲し，その包
畷戦は完金に進められていた。しかし，アユタヤーの城門は鎖されたままであった。そして，数
千のタイ魍兵によって園められた胸壁から大砲の火蓋が切られた。ビルマ軍も重砲を持ち出し，
王自身が砲兵中隊の指揮をとった。アラウンパヤーはそれまで戦捷に憤れていたので，勉駐［戦に
対する準備が十分でなかったらしい。連戦連勝のアラウンパヤー軍もこの度は勝利を得られるよ
うには見えなかった。5月のあるrJ，王が大砲の装填を見守っていた時，それが爆発し，読は璽
傷を負ったため，その包遡作戦は中北となった。その後，1選聞を経ずして，全軍は急ぎ退却を
はじめ，傷ついたアラウンパヤー班を帰途につけた。その際，王は彼の幼な友達であったMin
言；　り　　’f　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　罰　r　　　　　　　　　　　 ／’　罫　旬一
hkaung－Naw　yahtaに後衛軍の指揮を委せた。彼はカの及ぶ限り，王を守り，敵を防いでよく
戦ったけれども，遂にはタイ国軍に撃退され，落伍者を収容しつつ退却した。
　iEの一行がサルウィーン河に達する直前，タトン地方のキンユアにて，王はその賃傷のために
難れた。1760年5月の初め頃であった。王の死体は彼の故地シュエボに届けられて，そこにて網
民哀悼の裡に埋葬された。彼は僅か8年間三1－1としてビルマ圏を支配し，彼の崩御の時には来だ46
才に達していなかった。
　アラゥンパヤーが鋼設した王朝がコンバウン王朝と名づけられた由縁はアラウンパヤーの故地
Moksobomyo（「狩人の町」の意）を堅圃な要塞にて閉1らし，　Yatana－Thelngi－Kon　：　1）aumg（「叢
金の砦」の意）と名付け，そのKonbau韮壌の名をとって王轄の呼称にしたことによる。（UTin
U，1）．182）．
アラウンパヤー王の業績
　王は全国を平定した後，圏民の繁栄を図るため，先ず着手した欝業は彼の故郷であるシュユボ
の町の人々に十分な水を供給するためにナンダー湖を掘りおこした。また農業を盛んにするため
にムー海にダムを設けたり，その他，各地にそれまであった古い水門や水道を修理するなど農業
の発展｝こカを尽した。
　また，王ほ改革者の一一人として宗教の面にも尽した。戦争のために破壌されて廃櫨化されてい
たパゴダを修復したり，シュヱボの町にShwe－ze（li，　Shwe－hl〈yet－£ho－zedi，　Shwe－g［i－gyi：－zed亙
等のパゴダを建立した。また，僧燃の集団についてよく検討し，＊Dugo亡一til1－gail｝9：（外衣僧繍）
と＊Thingan：yOn－gain9：（僧衣1曽団）が分裂しているのをDugot－tm－galng：1曽國の一醐に結合
粉u即tとは鱗償が肩にli樹る外衣を意味し，　Thinganは外衣を含んだ，　thing：baing（僧衣の下の綿分）
　及びKowot（僧衣の上の部分）より成る僧衣全体を意味する。
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させるよう説得した。そしてまた，ラングーンのShwe・Dagonパゴダに黄金を寄進して金箔を
施し，パゴダの階段や宿坊等を造営した。
　また，国民間に風紀粛清を行うために飲酒を厳禁し，市購村において圏罠の財宝や贔物が紛失
すれば，統治者がそれに対して責任をもって償なわなければならない。例えば，隣接せる二つの
町又は村の聞で紛失，又は強奪事件が起れば，それに近い村長や町長がその責を負うのである。
そしてまた，当時なお盛んであったナツ神への捧げ物として牛やその他の動物の殺生，農業を罵
るナツ神をなだめるために農作物の収穫期に鶏を殺したり，村の守護神の礼癖，ナツへの犠牲の
ための一切の生けるものの殺生等の風習を禁じた。
　（タウングー王朝のバインナウン王もこれと問じような改革を行ったことがあった。学報28号
8頂）．
　アラウンパヤー王の時代には文学がかなり盛んであった。Yan　Aung　BalaやSeinda　Kyaw－
thu’”i（本名U－0）はアラウンパヤ∴時代の著名な詩入である。1750年にミンブー地方のSo曲癒：
｛曽正はシンビュー・チュン・チャウン（毒院）にて修業しっっMaR魚Yln：Dhamma－that（法
典）を編纂したが，＊K譲ngsa　Manuの諸判決を古聖マヌに帰する風習は隅法典を以てその濫筋
とした。その他，王の命によって彼の部将であったMaha　Thiri　Uttama　ZeyaはMal｝u　Kye
Dhamma－that（法典）を編纂した。岡書は当時行われていた法徐及び慣習を集成したものである
が，その欝科辞典的性質と，また僅かなパーり語を混えたのみの平易なビルマ語で書かれている
ために一般に爾いられるようになった。
　また，アラウンパヤーの宮廷の詩入たちの中にも数名の大駆・武将がいた。その中でも有名な
レ’t　　　tk工
一
　　　　e ン　　　　　’y ラ
人はLeしwさ・thon　daraであって，ペグーの包囲戦に参憩し，もとインワ朝最後の董の下に魏｛ト
ttaw会議の書記であったが，アラウンパヤー王に帰順した部将の一人である。彼がペグー攻賂
に参加した際，ペグー城門にモン族たちに対する一種の爵迫文（sgrwe）をレッウェートンダラ
が4行のパーり文にて示したことはよく知られている。そのパーり文は，
　　ttU（Liit　1‘ati　y◎s我bba　dhana癌，
　　3δdhusamma　dhan3mo　natti，
　　Wa　Re　bh我wati宅i　sufialil，
　　Ti　kappa　gata　coro　mata。”
であって，全体の意味は，
　「我，モン・タライン族たちに，書う。汝らはすべての人々の財宝を盗み虫り，善人が守るべ
　きよき法を無視せしが故に，ハンタワディー圃はジャングルに盛する如く，三災厄の時期に達
　し，盗賊の跳梁によって滅亡するであろう。」
このパーり文の各行の頭字がHain　sd　wa　ti（即ち，ビルマ語の発音では恥11t麺wadi）の地名
＊Kaingsa　Manuについては学報32号，27頁。
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と一…致するのである。｝熱nlhawadiについては学報22弩19翼～20頁参照。
　このようにアラウンパヤ＜Eの時代に文学が発達してきたが，それは次の蒋代に入ってビルマ
文学の隆盛を極める素地ともなっていたように感じられる。
　アラウンパヤーの生涯は戦闘に始まり，戦闘に終ったかの如く訴せられることもあるが，上述
のように，文化面にカを尽したことも事実であり，部将としてりっぱであった…爾，文化の面に
おいても改革者としてその業績は認められるべきであろう。
　ウ・ティンウはアラウンパヤー王の偉徳を次の如く喩えている（p．195）
　コンバウン親の王たちの中で，アラウンパヤーは一一軒の家を建てるのに土台から最後の仕上げ
まで完成するところの建築家のような人である。ところが他の王たちはアラウンパヤーが建築し
た家に装飾を施こしたり，その家が朽ち壊れるのを防いでいる入々のようなものである。また，
もう一つの例をあげれば，アラウンパヤーが書いた‘ギ（na－nge）の文宇を他の王たちがその終り
の末羅の‘Y’を付け加えたのに似ている。故にアラウンパヤーはコンバウン靱歴代のヨ三のうちで
最も傑れた王である，と述べている。
　彼の偉大な功績を考察すれば，ビルマ族によるビルマ国家建設事業において，第一にアノーヤ
ター，第二にバインナウン（タビンシュヱティとする入もある），第三にアラウンパヤーとすべ
きであると考えられることは当然であろう。
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